
市
は
、
大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
避
難

所
一
泊
体
験
訓
練
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。避

難
所
で
の
生
活
を
体
験
し
、
災
害
時

に
公
的
な
援
助
が
行
き
届
く
ま
で
の
間
、

地
域
住
民
が
互
い
に
協
力
し
て
災
害
に
対

応
す
る
「
共
助
」
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
８
月
８
日
㈮
午
後
３
時
３０
分
～

９
日
㈯
午
前
１０
時

場
所
＝
田
辺
東
小
学
校

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
小
学
校
３
年

生
以
上
。
小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す

内
容
＝
避
難
所
開
設
準
備
・
炊
き
出
し
・

応
急
手
当
実
技
講
習
・
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避
難
所

で
起
こ
る
出
来
事
を
疑
似
体
験
す
る
机
上

訓
練
）・
防
災
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
な
ど

着
替
え
・
タ
オ
ル
な
ど
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
風
呂
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員
＝
５０
人
。多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

７
月
２２
日
㈫
以
降
に
結
果
を
郵
送
し
ま
す

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信
用
に

「
避
難
所
一
泊
体
験
希
望
」・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・
日
中
連
絡
の

つ
く
電
話
番
号
・
子
ど
も
参
加
の
有
無（
子

ど
も
の
名
前
・
生
年
月
日
）
を
書
い
て
郵

送
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
７
月
１５
日
㈫
（
当
日
消
印

有
効
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
安
心
ま
ち
づ
く
り

室
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所
不
要
〉、

☎
６４
・
１
３
０
７
）

緊急時に役立つロープの
結び方を救助隊員が指導

参
加
者
同
士
、
力
を
合
わ

せ
て
物
資
を
搬
入

近年、集中豪雨や台風などで、
市内でも浸水・土砂崩れなどの
被害が発生しています。災害を
未然に防ぎ、被害を最小限に食
い止めるためには、日ごろの備
えが大切です。
市は、水害に備えて技術を磨
き、地域防災力を高めるための
水防訓練と、豪雨による被害を

最小限に抑えるための防災パト
ロールを毎年行っています。
5月 18 日、飯岡地区の木津
川左岸河川敷で行った水防訓練
には、市消防団・消防本部のほ
か、各地区の自主防災会など約
270 人が参加。土のう作りや
水防工法などの訓練を通じ、災
害時の連携を確認しました。

５
月
２０
日
、
市
は
市
消
防

団
・
京
都
府
な
ど
と
と
も
に
、

市
内
で
特
に
災
害
発
生
の
恐

れ
が
あ
る
箇
所
を
点
検
す
る

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
日
、
石
井
市
長
を
は

じ
め
、
府
・
市
職
員
、
市
消

防
団
員
な
ど
約
４０
人
が
市
内

を
巡
回
。

天
王
地
区
の
急
傾
斜
地
で

は
土
砂
崩
れ
の
兆
候
が
な
い

こ
と
を
確
か
め
、
木
津
川
の

神
矢
樋
門
・
排
水
機
場
で
は
、

堤
内
の
水
位
が
上
昇
し
た
際

に
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
の
稼
働
を
確
認
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